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げ
て
く
れ
ま
し
た
。

見
事
に
༧
બ
リ
ー
グ
を
１
Ґ
で

通
ա
し
た
ື
支
部
（
白
舟
沼
総
支

部
）と
サ
ロ
ン
白
）ۄ
新
津
総
支
部
）

が
༏
উ
ܾ
定
戦
を
行
い
ま
し
た
。

ऴ
࢝
、
༏
ྼ
が
入
れ
ସ
わ
る
目
ま

͙
る
し
い
ࢼ
合
ల
開
に
見
क
る
؍

٬
も
ଉ
を
ವ
Ή
΄
ど
の
ۓ
ு
感
に

แ
ま
れ
る
৔
໘
も
。
࠷
後
は
サ
ロ

ン
白
ۄ
の
໠
௥
を
か
わ
し
た
ື
支

部
が
４
対
３
の
１
点
ࠩ
で
উ
利
。

見
事
、
ॳ
୅
ν
Ỿ
ン
ϐ
オ
ン
に
ً

き
ま
し
た
。

Ϙ
ッ
ν
Ỿ
は
、
白
い
目
標
ٿ
に

੺
・
੨
の
Ϙ
ー
ル
を
౤
げ
合
い
、

い
か
に
ۙ
づ
け
る
か
を
ڝ
う
ٿ
ٕ

で
す
。
年
ྸ
、
ੑ
ผ
、
ো
が
い
の

あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ

て
の
人
が
一
緒
に
ڝ
い
合
え
る
こ

と
が
ັ
力
で
す
。
各
総
支
部
で
は

Ϙ
ッ
ν
Ỿ
の
ಓ
۩
を
ॴ
༗
し
て
お

り
、
会
員
の
方
に
は
ି
し
出
し
が

Մ
ೳ
で
す
。
み
な
さ
ん
も
ۙ
ॴ
の

お
஥
間
と
一
緒
に
Ϙ
ッ
ν
Ỿ

を
ָ
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

３
月
25
日
、
๏
人
健
康
づ
く

り
ҕ
員
会
主
催
の
ୈ
１
回
総
支

部
対
߅
Ϙ
ッ
ν
Ỿ
交
ྲྀ
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
各
総
支
部
の

༧
બ
会
を
উ
ち
ൈ
い
た
ਫ਼
Ӷ
̔

ν
ー
Ϝ
（
総
੎
50
名
）
が
新
津

地
区
ۈ
࿑
੨
গ
年
ϗ
ー
Ϝ
の
体

ҭ
ؗ
に
ू
い
ま
し
た
。

当
日
は
શ
̔
ν
ー
Ϝ
を
４

ν
ー
Ϝ
ず
つ
の
２
つ
の
グ
ル
ー

ϓ
に
分
け
て
総
当
た
り
の
༧
બ

リ
ー
グ
戦
を
開
催
。
༧
બ
か
ら

白
熱
し
た
戦
い
が
܁
り
広
げ
ら

れ
て
1
点
を
争
う
޷
ή
ー
Ϝ
が

ల
開
さ
れ
ま
し
た
。
坂
井
輪
総

支
部
か
ら
は
応
ԉ
ஂ
も
参
戦
。

手
作
り
の
応
ԉ
Ϙ
ー
υ
や
ԣ
அ

ນ
を
ۦ
࢖
し
て
ࢼ
合
を
੝
り
上

「
グ
ル
ー
ϓ
ϗ
ー
Ϝ
白
山（
は

く
さ
ん
）」
は
新
ׁ
民
医
連
の

中
で
も
大
切
な
役
ׂ
を
担
っ
て

き
た
白
山
診
療
ॴ
の
੻
地
に
あ

り
ま
す
。
ۙ
ྡ
に
や
す
ら
͗
提

や
白
山
ਆ
ࣾ
が
あ
り
、
気
ީ
の

良
い
時
ظ
は
;
ら
っ
と
お
出
ֻ

け
が
で
き
る
؀
ڥ
に
あ
り
、
ご

利
用
者
に
も
޷
ධ
で
す
。

日
ʑ
の
家
事
や
日
՝
を
通
し

て
そ
の
方
の
࢒
さ
れ
た
力
を
ҡ

持
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
職
員

は
૑
ҙ
޻
෉
し
な
が
ら
業
຿
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
の
行

事
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ಛ
に

৯
に
関
わ
る
も
の
は
毎
回
ت
ば

れ
て
い
ま
す
。
お
は
͗
作
り
や

ׯ
し
֟
作
り
、
手
ר
き
ण
࢘

౳
ʑ
皆
༷
が
真
݋
に
作
り
、
真

݋
に
৯
べ
て
ق
અ
を
ָ
し
ん
で

い
ま
す
。

グ
ル
ー
ϓ
ϗ
ー
Ϝ
白
山
は
、

生
活
อ
護
の
方
も
ご
利
用
に
な

れ
る
よ
う
な
ྉ
ۚ
ઃ
定
も
あ
り

ま
す
。
目
҆
の
受
け
入
れ
Մ
ೳ

人
数
は
あ
り
ま
す
が
、
ͥ
ͻ
ご

相
ஊ
く
だ
さ
い
。
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健
康
友
の
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ����೥ � ݄ � �೔

ୈ14ճ 新潟ۈҩ߁݈ ڠ༑ͷձ

日ɹ࣌ɹ̒月̒日​ɹ２࣌ޙޕ։ձ
ձɹ৔ɹԼӽපӃ２֊ɹߨಊ

　健康友の会の総会が、্ه日ఔで開࠵され
ます。「୅ٞ員総会」は֤支部からબ出され
た୅ٞ員による参加となります。（総会ٞҊ

ʦダイジΣετ൛ʧが４月߸にંりࠐまれて
います。֬͝ೝください）

୅ٞһ૯ձ ごҊ಺

地域と暮らす、彩りある日々 グループホーム白山
管理者　佐藤大輔

Ұٿೖࠢ�ࠢ�ҰٿೖҰٿೖࠢ�
ന೤しͨ

ʮϘονϟ
ަྲྀ会ʯ

༏উνʔϜʢືࢧ෦ʣ

新
入
職
員
ݚ
म
の
3
日

目
、「
健
康
友
の
会
」
に
つ

い
て
学
Ϳ
ݚ
म
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
実
ࡍ
に
会
員
さ
ん

か
ら
活
動
内
容
や
取
り
組
み

΁
の
思
い
な
ど
を
お
聞
き
し

た
ύ
ネ
ル
デ
ỹ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
。
地
域
൝
会
や
ا
ը
で

行
っ
て
い
る
体
ૢ
や
೴
ト
レ

体
験
で
は
、
同
ظ
の
ஂ
݁
力

が
光
り
ま
し
た
࠷。
後
は「
地

域
と
つ
な
が
る
、
健
康
ま
つ

り
の
わ
く
わ
く
ブ
ー
ス
」
を

考
え
発
ද
す
る
グ
ル
ー
ϓ
ϫ
ー

ク
。
地
域
住
民
の
ニ
ー
ζ
を
想

૾
し
、
๛
か
な
発
想
で
ア
イ
デ

ア
あ
;
れ
る
発
ද
が
そ
ろ
い
ま

し
た
。

新
入
職
員

は
य़
か
ら
各

職
৔
に
഑
ଐ

と
な
っ
て
い

ま
す
。
ど
う

ͧ
よ
ろ
し
く

お
ئ
い
い
た

し
ま
す
。

【お問い合わせ先】

グループホーム白山

℡：025-228-5008

（担当：佐藤）

ʙΑΖ͓͍͍ͨ͘͠͠ئ·͢ʙ

ࢣ新ೖ৬һ͸ɺҩڠҩۈ �໊ɺࣃՊҩ໊̍ࢣɺༀࢣࡎ
໊̍ɺࢣޢ؃ �� ໊ɺཧֶྍ๏࢜ �໊ɺྍۀ࡞๏໊࢜̎ɺ
հ࢜ޢ �໊ɺࣄ຿ �໊ɻʢࣸਅ͸ɺطଔɾத్ೖ৬ऀ
ͳͲ΋ؚ·Ε͍ͯ·͢ʣ

ҰٿೖҰٿೖҰٿೖҰٿೖ ʮϘονϟ
ަྲྀ会ʯ

【最終順位】
①湊（白舟沼）
②白玉（新津）
③ときわ B
④北上（新津）
⑤関屋（白舟沼）
⑥西内野（坂井輪）
⑦真砂（坂井輪）
⑧ときわ A

ʙΑΖ͓͍͍ͨ͘͠͠ئ·͢ʙ

　৽ׁࢢग़਎Ͱ、ࠓ೥のय़ʹ৽ׁେֶΛଔ͠ۀ·ͨ͠ɻ
ຯ͕͋Γ、ԼӽපӃͰ͸஍Ҭのํͱؔڵʹ͸஍Ҭҩ療ࢲ
ΘΔػձ͕ଟ͘、஍Ҭのੜ׆ʹ໨Λ͚޲Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δ
఺͕ັྗͩͱݚͯ͡ײमઌʹબ͹͍͖ͤͯͨͩ·ͨ͠ɻ
ͳΕΔΑ͏、౒ྗʹࢣΜのੜ͖ํΛଚॏͰ͖Δҩ͞ऀױ
ͯ͠·͍Γ·͢ɻ

ࢣ༏Ն�ҩ౻ࠤ

　上越市出身です。これまで民医連の奨学生として活
動してまいりました。至らぬ点も多くございますが、
育てていただいた恩を還元できるよう日々研鑽に励
み、地域の皆様に信頼される医師を目指してまいりま
す。

খྛ఩໵�ҩࢣ

　新潟市中央区出身で現在小学1年生の娘がおります。
医師として必要な技術、知識を学ぶとともに、患者さん
やご家族を含め、今後関わる地域の方々、職員の皆様と
のつながりを大切にできる人間になりたいと考えており
ます。

ଜࢁढ़�ҩࢣ

ுସՆา�ҩࢣ
　新潟生まれ、新潟育ちで下越病院には高校生の医師体
験の頃からお世話になっています。地域と連携して患者
さんの生活から支援するという下越病院の姿勢に魅力を
感じ、ここで研修したいと思うようになりました。皆様
のお役に立てるように頑張ります。

　見学で下越病院を訪れた際に、医療は病気そのものだけ
でなく、生活習慣や地域の支え、そして文化も大切である
と感じました。現在は日々学びながら、広い視点で患者さ
まに向き合っていきたいと思っています。少しでも皆さま
が安心して過ごせるよう、力になれたら嬉しいです。

ཱུ྇�ҩࢣ
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৽௡総支部  元気だよりനࢁसߐপਨ総支部  元気だより

　ື支部が２ϱ月͝とに開いている「おしΌべり会」では、毎回
健康チΣックをߦっています。3 月 2� 日にはີࠎ౓をଌ定。
　結Ռදの見方のઆ໌の後、Ϡクルτ中ԝൢചの健康教ࣨ。࠷初
に脳τレ໰୊をいくつか。「新ׁݝのௗはʁ」「τΩ」「新ׁݝの
Ֆはʁ」「チϡーリッϓ」「では、新ׁݝの૲Ֆは何でしΐうʁ」

「ʜʁ」。౴えはઇׂ૲、ࢥわ͵౴えにڻきの声、「ああ、そうか」
とのসإ。「たす」け߹い、「ͻき」डけ、声を「かけ」、いた「わ
る」のඪޠをあてる「ࢥいやりࢉ」の঺հもありました。
　ετレッチ体ૢもあり、頭も体もほぐれたとこΖで本୊の「ࠎ
ૈしΐう঱」の話。体内でଓけられているࠎのܗ成とഁյのバ
ランεが่れてىきるのがૈࠎ
しΐう঱、ࠎのܗ成を進めるに
は運動と栄養が大事、カルγ΢
ムやそのٵऩをॿけるϏタミン
%も大事だが、ࠎを中から支え
るίラーήンઢҡを作るたんͺ
く࣭も大事ʜ。参ߟになる話を
聞けたॆ࣮の時間でした。

　金௡支部では会員さんが中心となって「͝くΖうさん会」を日
しました。日頃の活動や「໌るいҩ療」の࠵りԹઘՖの౬で開ؼ
഑෍に取り૊む皆さんの࿑をね͗らいながら、15 ໊で࿨やかな
時間をա͝しました。ඒຯしい食事やԹઘ、Ϗンゴ大会、ιフτ
クリームにࣗવとসإが広がり、おしΌべりにもՖが࡙きました。

　参加者同士で「今౓一ॹにʠ健
サポ࠲ߨʡにߦってΈよう」と༠
い߹ったり、「�健サポが૿えた
らこの஍Ҭで健康チΣックがもっ
と੝んにできるようになるね」と
いった声もだされました。ަྲྀや
৘ใަ׵もでき、つながりの大੾
さをվめてײじるͻとときになり
心Թまる時間となりました。

（�健サポʹ健康づくりサポーター）

ۚ௡ࢧ෦ɹՖの౬Ͱসإの͝くΖ͏͞Μ会ۚ௡ࢧ෦ɹՖの౬Ͱসإの͝くΖ͏͞Μ会ۚ௡ࢧ෦ɹՖの౬Ͱসإの͝くΖ͏͞Μ会ۚ௡ࢧ෦ɹՖの౬Ͱসإの͝くΖ͏͞Μ会ີࠎ౓ଌఆͱʮૈࠎしΐ͏঱ʯの࿩ɹືࢧ෦ີࠎ౓ଌఆͱʮૈࠎしΐ͏঱ʯの࿩ɹືࢧ෦ີࠎ౓ଌఆͱʮૈࠎしΐ͏঱ʯの࿩ɹືࢧ෦ີࠎ౓ଌఆͱʮૈࠎしΐ͏঱ʯの࿩ɹືࢧ෦

３
／
27
か
ら
４
／
２
に

か
け
て
、
毎
年
恒
例
の
医

師
体
験
を
開
催
し
ま
し

た
。
体
験
内
容
は
「
縫
合

体
験
」
と
「
模
擬
診
察
」。

�0
名
の
高
校
生
が
参
加
し

ま
し
た
。

縫
合
体
験
で
は
朱
医
師

や
大
倉
医
師
、
実
習
生
の

高
さ
ん
が
主
に
指
導
を
行

い
、
豚
の
皮
つ
き
生
肉
を

切
開
し
、
そ
の
傷
を
閉
じ

る
と
こ
ろ
ま
で
一
連
の
作

く
り
活
動
に
も
取
組
ん
で

い
ま
す
。
毎
月
１
回
発
行

し
て
い
る
Ｈ
Ｐ
Ｈ
ニ
ュ
ー

ス
は
通
算
１
０
０
号
を
突

破
し
、
健
康
情
報
の
提
供

に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
は

自
身
の
身
体
に
関
心
を
寄

せ
て
も
ら
う
た
め
に
昼
休

み
時
間
を
利
用
し
た
「
セ

ル
フ
式
体
組
成
測
定
会
」

を
開
催
。
現
在
ま
で
３
回

実
施
し
て
延
べ
１
１
７
名

の
職
員
が
測
定
し
ま
し

た
。
測
定
後
に
は
今
後

の
目
標
を
寄
せ
書
き
し

て
も
ら
い
「
Ｈ
Ｐ
Ｈ
の

木
」
を
完
成
さ
せ
て
職

員
通
路
に
掲
示
し
て
あ

り
ま
す
。

今
後
も
行
き
届
い
た

医
療
・
介
護
の
提
供
た

め
に
も
、
働
く
職
員
の

健
康
管
理
に
も
取
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

思
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
、
30
名
定
員
の
と

こ
ろ
想
定
を
上
回
る
申
し

込
み
が
あ
り
、
受
け
入
れ

人
数
を
増
や
し
て
対
応
し

ま
し
た
。
将
来
の
進
路
を

考
え
る
高
校
生
た
ち
に

と
っ
て
、
地
域
の
方
と
接

し
な
が
ら
、
内
科
や
外
科

に
つ
い
て
考
え
る
良
い
体

験
時
間
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

恒
例
の
「
学
運
交
」
が
開

催
。
民
医
連
職
員
３
４
０
人
が

参
加
。
33
演
題
の
報
告
で
は
、

仕
事
の
中
で
気
づ
い
た
こ
と
、

達
成
し
た
こ
と
…
真
摯
に
語
ら

れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
は
、
元
イ
ス
ラ
エ

ル
空
軍
の
兵
士
ダ
ニ
ー
・
ネ
フ

セ
タ
イ
さ
ん
に
よ
る
『「
ど
う

き
、
笹
本
医
師
が
作
成
し

た
ス
ト
ー
リ
ー
を
も
と
に

診
察
練
習
。
会
員
さ
ん
か

ら
は
「
将
来
よ
い
お
医
者

さ
ん
に
な
っ
て
、
こ
の
地

域
や
で
き
れ
ば
こ
の
病
院

で
働
い
て
く
れ
る
と
と
て

も
嬉
し
い
で
す
。
が
ん

ば
っ
て
下
さ
い
」
と
、
参

加
学
生
を
激
励
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
学
生
か
ら

は
「
今
苦
し
ん
で
い
る
方

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
、
適
切
に
必
要
な

情
報
を
引
き
出
す
の
が
と

て
も
難
し
か
っ
た
。
相
手

に
必
要
以
上
の
負
担
を
与

え
ず
医
療
が
行
え
る
、
患

者
さ
ん
の
気
持
ち
に
寄
り

添
え
る
人
に
な
り
た
い
と

ԼӽපӃ
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２
０
１
７
年
に
Ｈ
Ｐ

Ｈ
（
健
康
増
進
活
動
拠
点

病
院
）
に
加
盟
し
た
下
越

病
院
で
は
、「
患
者
・
家

族
」、「
地
域
住
民
」
に
加

え
て
「
職
員
」
の
健
康
づ

ຽҩ連
ҩֶੜ୲౰
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第
29
回

学
術
運
動
交
流
集
会

̐∏

11
ɹ
Ϣ
χ
κ
ϯ
ϓ
ϥ
β
ʹ
ͯ
։
a࠵

新
ׁ
ຽ
ҩ
連

し
て
戦
争
し
ち
ゃ
い
け
な
い

の
？
」
気
づ
き

戦
争
と
人

権
』。
子
ど
も
の
と
き
、
周

り
の
外
国
人
は
敵
と
教
え
ら

れ
た
。
空
軍
を
や
め
、
日
本

に
来
て
気
づ
い
た
こ
と
。

〝
敵
〟
だ
っ
た
は
ず
の
外
国

人
は
同
じ
人
間
だ
っ
た
。

そ
れ
を
教
え
る
の
は
「
大

人
の
責
任
」。
戦
争
の
T
V

を
み
て
、
家
庭
で
子
ど
も
と

話
す
。「
人
権
よ
り
大
切
な

も
の
は
な
い
」「
見
て
聞
い

て
よ
く
話
し
合
う
」
そ
の
こ

と
を
、
今
広
げ
て
い
く
…
と

て
も
分
か
り
や
す
く
熱
く
心

に
さ
さ
る
お
話
。

桜
舞
う
キ
ラ
キ
ラ
の
光
が

き
れ
い
な
昼
下
が
り
、
心
も

透
明
に
な
っ
た
日
で
し
た
。

下越病院の新しい「ロゴマーク」が
誕生しました！おしらせ

ト
ブ
ル
ー
、
と
き
わ
総
支

部
（
東
区
）
の
ア
ク
ア
ブ

ル
ー
、
そ
し
て
坂
井
輪
総

支
部
（
西
区
）
の
サ
ン

セ
ッ
ト
オ
レ
ン
ジ
で
す
。

こ
の
ロ
ゴ
は
、
皆
さ
ま
と

一
緒
に
ゆ
き
と
ど
い
た
医

療
と
福
祉
を
実
現
し
て
い

く
と
い
う
私
た
ち
の
誓
い

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆

当
院
の
理
念
で
あ
る

「
地
域
の
み
な
さ
ん
と

と
も
に
」
か
ら
着
想
を

得
て
、「
下
越
病
院
」

と
「
健
康
友
の
会
」
の

頭
文
字
で
あ
る
「
,
」

を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
ま

す
。
ロ
ゴ
を
彩
る
�
つ

の
色
は
、
健
康
友
の
会

の
支
部
が
あ
る
各
区
の

イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
を
採

用
し
ま
し
た
。

新
津
総
支
部
（
秋
葉

区
）
の
フ
ロ
ー
ラ
ル
グ

リ
ー
ン
、
白
山
舟
江
沼

垂
総
支
部
（
中
央
区
）

の
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン

さ
ま
と

共
に
歩

ん
で
ま

い
り
ま

す
。

業
を
行
い
ま

し
た
。

ま
た
模
擬

診
察
で
は
友

の
会
会
員
さ

ん
か
ら
ご
協

力
い
た
だ

（
カ
ラ
ー
で
な
く
て
ご
め
ん
な
さ
い
）
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５/1 午前のみ　5/2 午前通常　5/3 ～ 6 休診

△△

何
で
も
相
談
会

予
め
お
電
話
下
さ
い

０
２
５
０
ー
２
２
ー
６
８
５
１（
ø÷
時
～
øù
時
）

連
絡
先
は
新
津
総
支
部
友
の
会
事
務
局
ま
で

̒
月

˗ԼӽපӃ֎དྷ਍ྍମ੍˗
˞ॾࣄ৘ʹΑΓҩࢣମ੍͕มߋʹなΔ͜ͱ͕͋Γ·͢ɻ

●休診　……………日曜、祝日、第２・第４土曜日
△午前中のみ診療　………第１・第３・第５土曜日

毎
月
一
回
は
保
険
証
と
診
察
の
た
び
に
診
察
券
を
お
忘
れ
な
く

診
療
受
付
時
間

午前

一般内科・外科・皮膚科　８：00～11：30（診察９：00～）

（水曜外科は11：00で受付終了）

小児科　　　　　　　　８：00～11：00（診察９：00～）

※外科の診察は（月・水）9：30～
（金）10：30～

※土曜小児科受付は11：30まで
（診察10：00～）

午後 小児科一般（月・金）14：00 ～ 16：00（当日予約制）
◆かえつクリニック　　　　　　　　☎ 0250 － 22 － 5888
◆メディカルフィットネス・ウオーム　　　☎ 0250 － 21 － 2566
◆介護老人保健施設　おぎの里　　　☎ 0250 － 25 － 3071

かえつクリニック診療体制　＜完全予約制＞
౶೘ප಺Պ 岡田節　渡辺敏　宮野　児玉　　ফԽث಺Պ　入月　河内　原田　山川
॥ث؀಺Պ　岡島　田中真　岡田義　星野　田中智　　಺Պ　伴　菅井
五十嵐　ࡂ಺Պ　斉藤智　　૯߹਍ྍ　酒泉　児玉　　࿑ثٵݺ
※かえつクリニックの特診予約は他医療機関からの紹介の方のみの予約となります。

֎དྷ༧໿Ҋ಺
一般内科は、受付順に診療します（予約制ではありません）
一般内科以外の科は、下記までお電話ください
外来予約・お問い合せは 電話（0250）22－4711
◎受診日の前日までの電話予約受付時間は

　　　平　日　　　　　　　10：00～16：30
　　　小児科喘息外来は　　14：00～16：30
　　　小児科予防接種は　　14：00～16：00
　◎受診日当日の予約受付時間は　平日8：00～11：00
　　　　　　　　　　　　　　　　土曜8：30～11：00
　　　小児科午後外来は　　　　月・金14：00～16：00
◆泌尿器科・皮膚科は完全予約制です。
◆婦人科は現在、健診等のみの診察となっています。
◆整形外科は整形外科医の紹介状のある方を予約で受け付けて
います。
ΘͨしͨͪͷපӃ͸、ҎԼͷྉ金Λ͍͍͓ͨͩͯΓ·ͤΜ
○個室料金（差額ベッド代）
○初診時・再診時の選定療養費（紹介状なしで200床以上の病院
に受診した際にかかる料金）

会
計
時
間

月～金曜日
第１・３・５土曜日
第２・４土、日・祝

８：45～17：00
８：45～12：00
対応なし

５
月
13
日（
水
）

５月１日～�0日

４面　クロスワードの答え　「プラスチック」

ͱ͖Θ総支部  元気だより坂井輪総支部  元気だより坂井輪総支部  元気だより

ňے೑ɾࠎŉΛݩ気ʹ͢ΔͨΊの৯ࣄ
健αϙݚम会

ňے೑ɾࠎŉΛݩ気ʹ͢ΔͨΊの৯ࣄ
健αϙݚम会

ňے೑ɾࠎŉΛݩ気ʹ͢ΔͨΊの৯ࣄ
健αϙݚम会

ňے೑ɾࠎŉΛݩ気ʹ͢ΔͨΊの৯ࣄ
健αϙݚम会

健康友の会ときわ総支部の班会活動では今、健康麻雀が
一大ブームとなっています。「ジャン」という麻雀の班会
が毎週木曜日開かれていましたが、今回新たに「サザンカ
クラブ」という麻雀の班会が結成されました。メンバーは
６人、毎週木曜日13時から17時まで、浜谷町の会員さん宅
で雀卓を囲んで、麻雀に興じています。
「やっていて楽しく、時間がたつのを忘れる」「初心者で

もすぐに覚えられるし、何より頭を使うから脳の老化防止
にこれほどいいものはない」というやる気に満ちた声がメ
ンバーの皆さんから聞かれました。

さらに５月には麻雀初心者を対象とした班会「チームわ
かば」が発足予定。メンバーは４人。こちらは第２・第４
金曜日の13時から15時、旧社員事務局で活動する予定。

こうした麻雀によって繋がる輪が
これからもいっそう広がり、班会活
動の活性化と会員さん同士の絆の強
化、そして参加者のアンチエイジン
グ（若返り）の促進が進むことも期
待できそうです。

楽しく繋がって若返り
大人気の健康麻雀班会
楽しく繋がって若返り
大人気の健康麻雀班会
楽しく繋がって若返り
大人気の健康麻雀班会
楽しく繋がって若返り
大人気の健康麻雀班会

�
�

月 火 水 木 金 土

午
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前

一般内科

千　手 宮　野 児　玉 今　井 捧（1・2・4）

岡　田義（3・5） 医師輪番

廣　瀬 担当医 岩　男 吉　村 廣　瀬（1・2・3）

酒　泉（4・5）

斎藤 10:30～（2）

酒泉 10:30～（3・4）
酒　泉　10:30～ 岡　田義　～11:00 酒　泉　10:30～ 菅井

10:30～（1・4・5）

上野 10:30～（2・3）

予約特診

（神経内科）川　上 （神経内科）河内（大学医）（神経内科）川　上 （リハビリ）張　替 （血管外科）曽川 (1・2・3・4)（神経内科）粟森（1・3）

（神経内科）粟森
～10：30

（呼吸器内科）斉藤智 （腎）大　矢 （呼吸器内科）斉藤智 （循環器内科）末武 （神経内科）川上（3）

（神経内科）粟森（2・4）
　　　　　  ～10：30   

（神経内科）粟森
（1・2・3・5）

（睡眠無呼吸）尾方 （睡眠無呼吸）尾方 （リハビリ）担当医
（リハビリ室にて）

（循環器内科）田中
（2・3・4・5）

（循環器内科）末武 (3・4) （消化器内科）上野 （腎）大矢 （リハビリ）野本
（循環器内科）末武 （消化器内科）岩田（2・3・4） （呼吸器内科）尾方

小児科 大河原 平　野 大河原 平　野 大河原 （交替）大河原・本間
皮膚科 吉　澤 吉　澤 斎藤勇（大学医）

外　科 亀　村
五十嵐

五十嵐
亀　村

五十嵐
（10：30～）

整形外科 有　井 有　井 有　井（1・2・4） 有　井（1・2・3・5）

泌尿器科 小　原（大学医）（2） 小　原（大学医） 斉藤和（大学医）

午
　
　
　
後

予約特診
（神経内科）川　上（神経内科）粟　森 （神経内科）斉藤理（大学医）

（2・3・5）

（リウマチ）有　井 （禁煙外来）白鳥
（16：00～17：00）

婦人科 萬　歳
（13：30～17：00）

小
児
科

一般 本間（2・4）大河原（3）
（15：30～16：00）

大学医（2・3・5）
（15：00～16：00）

予約特診 （交替）大河原・本間・平野 （交替）大河原・本間・平野
予防接種 平　野（2・3・4） 平　野（2・4） 本　間 平　野（2・3・4） 平　野（2・3）

健康づくりサポーター研修は何をしようかと相談した
時に、今まで運動はたくさんしてきたけど、食べること
についてあまりやってこなかったねという話が出まし
た。そこで今回は下越病院の栄養課の坂内管理栄養士か
ら、食べることのお話をバッチリ教えていただきました。

高齢になって食が細くなった、そんなに食べられない
という人は少なくないですが、高齢者は若年者に比べて
筋肉を作る機能が低下しています。成人が20gで筋肉を
作り始めるのに対して、高齢者は25gないと作れないそ
うです。年だから少しでいいのではなく、意識して取ら
ないと大変だ！という、具体的でわかりやすいお話。きっ
と今頃参加者の食生活が見直されていることまちがいな
しです。

後半は古川健康運動指導士から、ダイナミック フラ
ミンゴ療法が伝授され、栄養
の勉強して運動して、研修会
に参加したことが社会参加。
フレイル予防の３本柱を全
うしました。

日 月 火 水 木 金 土
 1 2 3 4 5 6

❼ 8 ９ 10 11 12 �
� 15 16 17 18 19 20
� 22 23 24 25 26 �
� 29 30

日 月 火 水 木 金 土
１ ２

❸ ❹ ❺ ❻ ７ ８ ❾
� 11 12 13 14 15 16
� 18 19 20 21 22 �

25 26 27 28 29 30

̑
月

Պʣɹి࿩֎ߢޱՊࣃ��ՊࣃࣇՊ��খࣃՊʢࣃ͔ͭ͑ 0250ʵ25ʵ5510

診療時間 月 火 水 木 金 土
８：30 ～ 17：00 ○ ○ ○ ○
10：30 ～ 19：00 ○ ○

※予約制です。お口の中で気になる事がある方、お気軽にお電話ください。
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ԼӽපӃ　ϦϋϏϦςʔγϣϯ՝
ཧֶ療๏࢜���1)*�1JMBUFT�ΠϯετϥΫλʔ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　໨　߉　ࠇ　ଠ

ϐϥςΟε࢝Ί·ͤΜ͔ʁ

初಄ل20ੈ ドΠπ人の+PTFQI�I�1JMBUFTߟ͕ࢯҊしたΤクααΠζです。ෛইฌにରするػೳ܇࿅	リϋϏリ
を໨తとして։ൃさΕました。
ϐϥςィスはମےװを஁え、ے೑を΄͙し、ے೑のόϥϯスを整える͜とで、࢟੎վળ、ࠊ௧΍͜ݞりのվળにޮՌ͕あるとݴΘΕています。
今ճは初Ίての方で΋௅ઓし΍すい「ϚーϝΠド」を紹介します。

ᶃ　࠱މ·ͨはԣ࠲Γ
ᶄ　എےΛ৳͹͢

ᶅ　ଉΛ͍ٵͳ͕ΒยखΛ্ʹ৳͹͢
ᶆ　ଉΛు͖ͳ͕ΒखͰେ͖ͳހΛ
　　ඳ͘Α͏ʹ্体Λ͚܏Δ

ᶇ　Ώͬ͘Γͱ্体Λ໭͠ɺᶅͱಉ༷
　　ʹͯ͠൓ରଆ΋܁Γฦ͢

※ԣ࠲りで͏ߦ৔߹はɺ଍の͖޲Λ
　　มえてᶃ～ᶈΛ܁りฦす

ϐラςΟスͱ͸

ޮɹՌ
্޲のՄಈੑֲڳ௣とڳ˔
্޲௣の҆ఆੑࠊ˔
˔਎ମଆ໘のےのετϨッチ

஫ɹҙ
えま͠ΐ͏߇௧の方はࠊੑٸ˔
˔ක΍ވ関節͕௧Ή方はɺ
　मਖ਼൛で͍ߦま͠ΐ͏

ϙΠϯτ
˔呼吸ΛࢭΊな͍　˔リϥックεすΔ
˔্ମΛ͚܏Δ࣌はɺڳΛਖ਼໘に
まま͚ͨ޲　

ϚʔϝΠυ

मਖ਼൛���Ҝ࠲ࢠҐ

Ԡ༻൛���ยකཱͪ

　甘みのある春キャベツを使った簡単ペペロンチーノです。キャベツにはビタミン
Ｃ、ビタミンＫ、カルシウム、食物繊維が多く便秘やむくみの予防に効果的です。

̍人લ　　エωルΪー��3LDBM、Ԙ෼1��̶、食෺ણҡ���̶

ࡐ ྉ（２人લ）
ύεタ　1�0̶
Ωャϕπ　1（25̶）ݸ��
ϕーίン　�0̶
にんにく　̍ย（５̶）
ୋの௺　1本（0�5̶）
ΦリーブΦイル　大さじ２（2�̶）
ύεタのᣐでो　50NM
ύεタのਫのྔ
　ਫ　2000NM、Ԙ　খさじ２（10̶）

作り方
ᶃ　Ωャϕπのਊをআき、３ʙ４DNを࢛方に੾る。ϕーίンは෯２ʙ３DNに੾る。

にんにくはൽをむきബ੾りにする。ୋの௺はϔタとछを取りআき輪੾りにする。
ᶄ　ುにお౬を෸かしύεタをදࣔ時間より̍෼୹めにᣐでる。ύεタがᣐで্が

る̍෼લにΩャϕπをೖれ一ॹにᣐでる。ύεタのᣐでोをとっておく。
ᶅ　フライύンにΦリーブΦイルをೖれて೤しにんにく、ୋの௺、ϕーίンをऑՐ

でযがさないようにᖱめる。
ᶆ　ύεタのᣐでोをೖれ、ᶄをೖれて中Րで全体をབྷめて出དྷ্がり。

༑ͷձࣄ຿ہһͷͪΐͬͱいい࿩

■
タ
テ
の
カ
ギ

１

य़
を
ӳ
語
で
ݴ
う
と
？

２

΄
か
の
人
と
ҧ
う
ҙ
見

３

タ
ン
ス
や
ص
な
ど

４

ੑ
࣭
が
ͻ
Ͷ
く
れ
て
い

る
人
を
…
…
ۂ
が
り
と

い
う

̑

空
中
を
ඈ
行
す
る
こ
と

̒

ө
ը「
…
…
と
の
ૺ
۰
」

̔

࠭
യ
の
ཱྀ
の
৐
り
෺

12

ྫྷ
や
…
…

13

数
え
き
れ
な
い
΄
ど
ଟ

数
15

୺
ޕ
の
અ
۟
に
৯
べ
る

໫
17

ཕ
が
མ
ち
る
こ
と

1�

খ
ྛ
܆
主
演
、
…
…
৯

ಊ
20

大
が
か
り
な
も
の
は
Ϛ

ジ
ッ
ク
、
ح
ज़
と
い
う

21

動
෺
を
…
…
す
る

22

̑
月
ୈ
２
日
༵
…
…
の

日
2�

か
ん
で
ຯ
わ
う
՛
子

【
問
題
】
二
重
ワ
ク
の
文
字
を
、
Ａ
～
Ｆ
の

順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
、
な
に
？

■ヨコのカギ

̍　「੢ӝ」とॻいてʁ
４　ອ࠽でϘέのお相ख
し෺の໨࿥やࣜ࣍第࠵　̓
̕　γャイ。ʜʜ気な性࣭
10　ԁのઍ෼の一の୯Ґ
11　ઔܗにඌӋを広͛るௗ
13　໾にたたないʜʜ話
1�　インフレとはʜʜ๲ு
1�　૲をӳޠで何とݴうʁ

1�　ྗ士が౿Έます
1�　ۭ回りすること。ࠃ会
　　৹ٞがʜʜする
21　ͻ;にできる細かい筋
22　ʜʜܳにたけた੓࣏Ո
23　ばれいしΐともݴう
25　タςΨミイψのҟ໊を
　　もちࢮ肉を食べる໺्
2�　口਺の少ない人　

クイズの答えは３面に

० ʑ ࡊ ʑ० ʑ ࡊ ʑ
˔下ӽ病院　ӫ養՝˔

春キャベツとベーコンのペペロンチーノ

　以前開催したポールウオーキングに参加した地域の方。
その後、腰痛により手術して数か月後「リハビリを兼ねて
ポールウオーキングをしているの。安全･安心でとてもい
いわ。学んでおいて良かった」と嬉しい報告がありました。
　皆さんと一緒に健康づくり活動をして、運動の大切さは
分かってはいるものの、中々実行できず数年が経過。しか
しついにウオームデビューしました。三日坊主にならぬよ
う、ゆるりと続けていきたいと思っています。

（新津総支部事務局　真保）

　会員（当時は社員）になったのは昭和50年５月頃だったと思います。
　平成15年９月に会社が倒産して家にいたときに、当時の社員事務局の人から事務局の手伝いをやって
もらえないかとの話がありました。両親が旧舟江病院で大変お世話になったこともあり、できることがあっ
たら、とお受けしたのがボランティアを始めるきっかけでした。
　その後、かもめランチの弁当届け、患者さんの送迎などを行なってきました。私は一人暮らしで人と話
すことがあまりないので、ボランティア活動でいろいろな人と会話することを楽しみにしています。高齢
ですが、今後も健康に注意して友の会のボランティア活動を続けたいと思います。

（白山舟江沼垂総支部　ふなえ栄支部　桜沢昭雄）

私 と 友 の 会




